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１ 社会資本整備総合交付金事業の

事後評価制度



（1）社会資本整備総合交付金の概要
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（2）事後評価とは

①事後評価の目的
・事業の成果等を客観的に診断し、
・今後のまちづくりを適切な方向で実施するとともに、
・事業の成果を住民にわかりやすく説明すること

②事後評価の時期
・交付期間（最大5年間）の終了年度または翌年度

社会資本整備総合交付金交付要綱（抜粋）

第１０ 社会資本総合整備計画の評価
１ 地方公共団体等は、社会資本総合整備計画を作成したときは、これを
インターネットの利用により公表するものとする。交付期間の終了時には、社会
資本総合整備計画の目標の実現状況等について評価を行い、これをインター
ネットの利用により公表するとともに、国土交通大臣に報告しなければならない。
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成果の評価 実施過程の評価

事業効果の発現状況の整理

今後の方針等の作成

建設事業評価委員会の審議

評価結果のまとめ
（事後評価書の完成）

評価結果の公表と国への報告

事業の成果及び
実施過程の検証

令和2年12月11日
に庁内関係課に意見

聴取

③事後評価の実施フロー

令和3年1月18日
（本日）
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〇目標値の達成状況について
・目標値と実績値に差が出た要因

〇事業効果の発現状況について
・定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
・定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

〇今後の方針等について
・事業の実施による効果発現等を受けて、今後どのように進めるのか。

建設事業の効率性や、その実施過程における透明性の一層の向上を
図るため、数値目標の達成状況や数値目標以外の指標による効果発
現等をふまえて審議し、市長に対して意見を述べること

■審議の視点

■役割

④茨木市建設事業評価委員会の役割と審議事項
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２ 社会資本総合整備計画で定める

事業内容



(1)整備概要
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◯事業費（控除額控除後） 174百万円
◯国費 87百万円
基幹事業で実施

1 かまどベンチ 2 マンホールトイレ

3 パーゴラ（応急救護用東屋） 4 ソーラー照明

〈平常時〉 〈災害時〉 〈平常時〉 〈災害時〉

〈平常時〉 〈災害時〉



(2)整備概要図

【一時避難地一覧】　14か所

番号 名　　　称

1 若園公園

2 中央公園（南）

3 上穂積公園

4 三島公園

5 桑田公園

6 水尾公園

7 郡山公園

8 耳原公園

9 春日丘(松沢池)公園

10 沢良宜公園

11 あさぎ里山公園

12 島ふれあい公園

13 彩都西公園

14 岩倉公園

凡例
社会資本整備総合計画の事業で
防災施設を計画する一時避難地
12か所

整備済の一時避難地避難地
2か所

1
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6

2

4
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(2)整備概要
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H27 H28 H29 H30 R1

1　水尾、沢良宜、島ふれあい公園

2　三島、上穂積公園、中央公園(南)

3　耳原、桑田、あさぎ里山公園

4　若園、郡山、春日丘(松沢池)公園

整備計画数
（12公園）

事業実施期間（5年間）

設計 工事

設計 工事

設計 工事

設計 工事工事



３ 目標値の達成状況と事業効果の

発現状況



(1)計画の成果目標と結果（定量的指標）

整備済公園

２公園

１公園が未実施

達成率 92％

予 定 実 績

整備済公園

14公園

整備済公園

２公園

整備済公園

13公園

11公園を整備12公園を整備
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１公園(中央公園(南))において、市施設を建設する予定と
なり、予定工期（平成27年度～令和元年度）内で防災設備の設置
が困難となったため【府に報告済】

※南グラウンド新施設及び広場工事・・・令和2年～令和6年頃

エリアA・Bが一時避難地である中央公園（南）

(2)目標未達成の理由
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(3)事業効果の発現状況等

【結果】一時避難地に防災機能を整備することができた
※２公園 ➡ 13公園

【効果】※定量的指標関連
◯災害時
指定避難所以外の防災拠点として活用できることにより、地域住民の安全
安心の確保につながる。
○平常時
防災訓練等を行うなど、地域防災力の向上及び防災意識の高揚に資する。

【発現状況】※定量的指標関連
◯地域から一時避難地の防災機能に係る説明会の要望があり、興味・関心
を寄せられている。
◯地域の会報誌で一時避難地の防災機能を紹介していただいている。
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達成率
92％



(3)事業効果の発現状況等
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４ 今後の方針等



一時避難地の防災機能に係
る説明会をすべての一時避難
地にて実施し、災害時の使い
方などを周知する。

(1)今後の方針等

地域の希望に応じて一時避
難地での訓練を市と地域が
連携し、実施する。

説明会の実施 防災訓練の実施

安全安心
の確保

地域防災
力の向上

防災意識
の高揚

これまで以上に推進 18



５ 今後のスケジュール



(1)今後のスケジュール

◯建設事業評価委員会の開催

（令和3年1月18日）

◯事後評価結果の国への報告

（令和3年2月頃）

◯事後評価結果の公表（市ホームページにて）

（令和3年3月頃）
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